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　町内唯一の県立高校である弓削高等学校の更なる魅力化を図ることを目的に、かねてより整備を進めて
きた弓削高等学校学生寮「ゆめしま寮」が完成し落成式が執り行われました。
　落成式には、来賓をはじめ、町関係者を合わせて30名が出席、オープニングセレモニーとしてヤマモモ・
ソメイヨシノの記念植樹を行い、学生寮玄関前にてテープカットが行われました。落成式終了後、午後か
らは町民内覧が行われ、平日にも関わらず町内外から165名の方が訪れ、弓削高校魅力化プロジェクトを支
える新たな拠点の誕生に町民からの関心の高さが見受けられました。
　このゆめしま寮は全て個室の定員30名で、在学生₃名、新入生12名の15名で上島町での新たなスタート
を切ります。ゆめしま寮生たちが島での生活を通して、島への愛着を育み、そして地域の方々に愛される
寮にしていきたいと思います。

弓削高等学校学生寮「ゆめしま寮」落成式（上島町）
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第
1
9
0
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
を
本
県
当
番
で
3
月
26
日（
火
）

に
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
で
開
催
し
た
。会

議
に
は
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

等
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
本
県
の
三
谷
愛
媛
県
会

長
（
砥
部
町
議
会
議
長
）
及
び
四
国
地
区

会
長
の
春
田
徳
島
県
会
長
（
美
波
町
議
会

議
長
）
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
会
則
の
規

定
に
よ
り
三
谷
愛
媛
県
会
長
が
議
長
席
に

着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
春
田
徳
島
県

県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次
の
と
お
り
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。

第
1
9
0
回
四
国
地
区
町
村
議
会

議
長
会
会
長
会
を
開
催

　
　
　

議　

事

1　

令
和
6
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
が
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
研
修

会
に
つ
い
て
（
香
川
県
）

　

②　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

　
　

①
及
び
②
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
県

か
ら
資
料
に
基
づ
き
開
催
概
要
等
を
説

明
し
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て
（
徳
島
県
）

　
　

木
下
徳
島
県
事
務
局
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
の
ち
、
井
下
香
川
県
会
長
（
直

島
町
議
会
議
長
）
が
四
国
地
区
会
長
に

選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
、
令
和
6
年
4

月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
け
る
委

員
等
の
選
任
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　
　

木
下
徳
島
県
事
務
局
長
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
全
国
会
の
委
員

等
に
つ
い
て
、
就
任
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

等
を
確
認
し
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　

◦
町
村
議
会
制
度
検
討
委
員
会
の
委

員
・
幹
事　

香
川
県

5　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
徳
島
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

 

四
国
４
県
議
長
会

　

事
務
局
長
・
担
当
者
会

　

前
述
の
四
国
地
区
会
長
会
に
先
立
ち
、

同
日
に
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
長
並
び
に
担
当
者
会
を
本
県
当
番
で

「
愛
媛
県
自
治
会
館
」に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
は
本
県
の
向
井
事
務
局
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

①　

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
（
香
川
県
）

②　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
監
査
委

員
協
議
会
研
修
会
に
つ
い
て（
香
川
県
）

③　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

④　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
け
る
委

員
等
の
選
任
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

⑤　

そ
の
他

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

開
催
に
伴
う
視
察
を
実
施

�

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
四
国
地

区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
開
催
に
伴
い
、

3
月
27
日（
水
）に
砥
部
町
内
の
「
坂
村
真

民
記
念
館
」
及
び
「
砥
部
む
か
し
の
く
ら

し
館
」
に
つ
い
て
視
察
を
実
施
し
た
。

　

視
察
に
は
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務

局
長
等
が
出
席
し
た
。

坂村真民記念館砥部むかしのくらし館
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愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
は
第
24

回
定
期
総
会
を
、
3
月
21
日（
木
）に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
、
県
下
町
監
査
委
員
及

び
補
助
職
員
ら
23
名
の
出
席
を
得
て
開
催

し
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、西
村
監
事
（
愛
南
町
代
表
監
査
委
員
）

の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
赤
穂
会
長

（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）が
挨
拶
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
菅
久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員
に

表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

次
い
で
、
議
事
に
入
り
、
赤
穂
会
長
が

議
長
と
な
っ
て
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

書
面
に
よ
る
報
告
と
し
、
一
同
了
承

し
た
。

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
4
年
度
決
算
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
西
村
監

事
の
監
査
報
告
を
受
け
て
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
6
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑷　

議
案
第
2
号　

令
和
6
年
度
歳
入
歳

出
予
算
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
し
た
。
一
同
異
議

な
く
議
決
さ
れ
た
。

⑸　

選
挙
第
1
号　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
選
挙
に
つ
い
て

　
　

本
年
3
月
31
日
に
現
役
員
が
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　

会　

長　

赤
穗　

英
一
（
内
子
町
）

　

副
会
長　

影
浦　

浩
二
（
砥
部
町
）

第
24
回
定
期
総
会
並
び
に
監
査
委
員
情
報
交
換
・
研
修
会

会
長
に
赤
穂
英
一
氏（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）を
選
出

令和６年度会務運営方針及び事業計画
	 愛媛県町村監査委員協議会　
第１　運営方針
　　厳しい財政状況の中で、基礎自治体は今まで以上
に公正で合理的かつ能率的な運営を確保することが
強く求められており、監査委員の果たすべき職責は
ますます重要となっている。
　　このときに当たり、本会は決意を新たにしてその使命
を深く自覚し、監査委員の資質向上と監査機能の更な
る充実強化に向けて、監査委員相互並びに全国町村監
査委員協議会との連携を密にするとともに、各町にお
ける監査の適正な執行と監査委員制度の健全な進展を
図り、地方自治の振興発展に寄与するものとする。
第２　事業計画
　　上記基本方針に基づき、次の事業を実施する。

記
　⑴　定期総会　　１回
　⑵　臨時総会　　必要に応じて
　⑶　監 事 会　　１回
　⑷　四国四県町村監査委員協議会研修会
　　　　令和₆年₇月25日（木）
　　　　　　高松市「ホテルパールガーデン」
　⑸　町村監査委員全国研修会
　　　　令和₆年10月22日（火）～10月23日（水）
　　　　　　「ＬＩＮＥ ＣＵＢＥ ＳＨＩＢＵＹＡ（渋谷公会堂）」
　⑹　愛媛県町村監査委員協議会表彰規程に基づく表
彰

　⑺　愛媛県町村監査委員に対する感謝要綱に基づく
感謝状贈呈

　⑻　監査委員に関する実態調査及び資料等の提供
　⑼　その他必要な事項

菅久万高原町代表監査委員に表彰

あいさつをする赤穂会長
（内子町代表監査委員）

監査委員情報交換・研修会提出議題
⑴　各町の監査・検査・審査等の取組状況について
	 【内子町提出】
⑵　監査委員に就任しての成果について
	 【内子町提出】
⑶　財務伝票のペーパーレス化に伴う例月出納検
査について	 【松野町提出】

⑷　監査委員の引継ぎ事項について	【上島町提出】
⑸　町村における内部統制制度の整備・運用の動向
について	 【鬼北町提出】

⑹　監査執行上の除斥について	 【愛南町提出】
⑺　監査委員報酬について	 【伊方町提出】
⑻　その他各町監査業務について気になる点
	 【内子町提出】

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長

　
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
町
監
査
委
員
と
し
て
、
5
年
以
上
在
職

し
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
も
の

	

（
2
名
）

　

久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員

	

　

菅　
　

洋
志

　

内
子
町
代
表
監
査
委
員　

赤
穂　

英
一

　

監　

事　

菅　
　

洋
志（
久
万
高
原
町
）

　
　

同　
　

門
田　

光
和
（
伊
方
町
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
6

年
4
月
1
日
か
ら
2
年
間
。

⑹　

議
案
第
3
号　

決
議

　
　

菅
監
事
が
決
議
を
朗
読
し
、
満
場
の

拍
手
で
こ
れ
を
採
択
し
た
。

　

最
後
に
同
監
事
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述

べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

引
き
続
き
、
監
査
委
員
情
報
交
換
・
研

修
会
を
開
催
し
、
赤
穂
会
長
の
進
行
の
も

と
、
各
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
別
掲
の
8
議

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
活
発
な

発
言
が
続
い
た
。
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令
和
６
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
久
万
高
原
町
長
）
は
、
令

和
5
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
13

日（
水
）
14
時
55
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会

館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、河
野
忠
康（
理
事
長
）・

渡
部
克
彦（
松
山
市
議
会
議
長
）・
久
保
美

博（
内
子
町
議
会
議
長
）・
新
井
英
夫（
松

山
大
学
学
長
）・
向
井
政
明
（
愛
媛
県
町

村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び
知
念
良

輝（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司

（
税
理
士
）の
各
監
事
、
清
川
事
務
局
長
等
。

　

会
議
に
入
る
前
に
理
事
就
任
後
初
め
て

出
席
さ
れ
る
河
野
理
事
長
（
久
万
高
原
町

長
）、
久
保
理
事
を
紹
介
後
、
河
野
理
事

長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
定
款
の

定
め
に
よ
り
河
野
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、

各
議
案
に
つ
い
て
清
川
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
議
決
さ
れ
た
。ま

た
、
第
1
号
報
告
「
職
務
執
行
状
況
」
に

つ
い
て
向
井
常
務
理
事
か
ら
報
告
が
行
わ

れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

令
和
6
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

令
和
6
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

【
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
久
万
高
原
町
長
）
は
、
令

和
5
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

27
日（
水
）
10
時
54
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治

会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
河
野
忠
康（
理
事
長
）

及
び
河
野
清
一（
西
予
市
議
会
議
長
）・
高

門
清
彦（
伊
方
町
長
）・
加
藤
康
幸
（
松
野

町
議
会
議
長
）・
安
田
俊
一（
松
山
大
学
経

済
学
部
教
授
）・
藤
田
泰
宏（
砥
部
町
議
会

事
務
局
長
）
の
各
評
議
員
及
び
知
念
良
輝

（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記（
愛

媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税

理
士
）
の
各
監
事
、
向
井
常
務
理
事
等
。

　

会
議
に
入
る
前
に
評
議
員
就
任
後
初
め

て
出
席
さ
れ
る
河
野
評
議
員
、
高
門
評
議

員
、
加
藤
評
議
員
、
藤
田
評
議
員
の
紹
介

後
、
河
野
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の

の
ち
、
出
席
し
た
評
議
員
か
ら
互
選
に
よ

り
、
加
藤
評
議
員
を
議
長
に
選
出
。
加
藤

議
長
は
議
事
録
署
名
人
に
、高
門
評
議
員
・

安
田
評
議
員
の
両
名
を
指
名
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
清
川
事
務
局
長
か
ら
各

議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

令
和
6
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て

理　　事　　会

評　議　員　会

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
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会
長
に
上
村
上
島
町
長

副
会
長
に
小
野
植
内
子
町
長

�

を
選
出

�

　
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
6
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
4
日

 
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　
�

を
表
彰

�
　
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
6
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
2
月
22
日

（
木
）
に
「
令
和
5
年
度
生
活
環
境
改
善
事

業
功
労
者
会
長
表
彰
」
を
愛
媛
県
自
治
会

館
2
階
会
議
室
で
執
り
行
っ
た
。

　

令
和
5
年
度
は
事
業
推
進
等
研
究
会
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

事
業
推
進
等
研
究
会
と
は
別
日
に
、
上
村

会
長
よ
り
受
賞
者
に
対
し
て
、
表
彰
を

行
っ
た
も
の
。

　

本
年
度
は
次
の
1
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　

松
山
衛
生
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

洋
之　

氏

（
月
）
に
「
令
和
5
年
度
清
掃
事
業
推
進
等

研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

上
村
会
長
（
上
島
町
長
）

3　
「
清
掃
事
業
等
の
現
況
・
情
勢
報
告
及

び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

　
　

県
循
環
型
社
会
推
進
課
の
曽
我
部
係

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
会
費
の
分
賦
方
法

（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

上
村
上
島
町
長

　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
（
留
任
）　

　
　

◦
副
会
長　

小
野
植
内
子
町
長

　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
（
新
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
3
月
28
日
か

ら
令
和
8
年
3
月
27
日
ま
で
。

支
部
長
に
佐
川
砥
部
町
長

副
支
部
長
に
田
中
松
前
町
長

�

を
選
出

�

　
町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部（
7
町
で
構
成
）は
、「
令
和
5
年
度
全

国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部

研
究
会
」
を
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

◦
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　
　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
6
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑷　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支
部
長　
　

佐
川
砥
部
町
長

	

（
留
任
）　

　
　

◦
副
支
部
長　

田
中
松
前
町
長

	

（
新
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
8
年
6
月
8
日
ま
で
。

会
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
会
長
に
清
水
愛
南
町
長

�

を
選
出

�

　
ダ
ム
所
在･

発
電
関
係
市
町
協
議
会

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在･

発
電
関
係
市
町
協

議
会（
3
町
9
市
で
構
成
）は
、
3
月
13
日

（
水
）
に
「
令
和
5
年
度
ダ
ム
所
在･

発
電

関
係
市
町
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
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1　

開　

会

2　

挨　

拶　

河
野
会
長

	

（
久
万
高
原
町
長
）　

3　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金（
水
力

発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
枠
）
の
概

要
に
つ
い
て
」

　
　

県
産
業
政
策
課
の
井
上
主
事
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
（
留
任
）　

　
　

◦
副
会
長　

清
水
愛
南
町
長

　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
（
留
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
4
月
5
日
か

ら
令
和
8
年
4
月
4
日
ま
で
。

支
部
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
支
部
長
に
兵
頭
鬼
北
町
長

�

を
選
出

�

　
全
国
山
村
振
興
連
盟
県
支
部

　

全
国
山
村
振
興
連
盟
愛
媛
県
支
部
（
6

町
7
市
で
構
成
）
は
、
3
月
13
日
（
水
）

に
「
令
和
5
年
度
山
村
振
興
事
業
推
進
等

研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

河
野
支
部
長

	

（
久
万
高
原
町
長
）　

3　
「
山
村
振
興
の
現
況
に
つ
い
て
」

　
　

県
農
政
課
の
渡
部
主
任
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支
部
長　
　

河
野
久
万
高
原
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
（
留
任
）　

　
　

◦
副
支
部
長　

兵
頭
鬼
北
町
長

　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
（
新
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
8
年
6
月
8
日
ま
で
。

支
部
長
に
高
門
伊
方
町
長

副
支
部
長
に
田
中
松
前
町
長

�

を
選
出

�

　
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策

　�

協
議
会
愛
媛
県
支
部
　
　
　
　

　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会

愛
媛
県
支
部
（
4
町
2
市
で
構
成
）
は
、3

月
6
日（
水
）
に
「
令
和
5
年
度
水
産
業
振

興
対
策
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
支
部
長（
愛
南
町
長
）

3　
「
水
産
業
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報

告
に
つ
い
て
」

　
　

県
漁
政
課
の
大
野
課
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
会
費
の
分
賦
方
法

（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支
部
長　
　

高
門
伊
方
町
長

　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
（
新
任
）　
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◦
副
支
部
長　

田
中
松
前
町
長

　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
（
新
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
8
年
6
月
8
日
ま
で
。

会
長
に
坂
本
松
野
町
長

副
会
長
に
兵
頭
鬼
北
町
長

�
を
選
出

　�

愛
媛
県
水
道
協
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
10
市
8
町
2
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
6
日（
水
）

に
「
令
和
5
年
度
水
道
事
業
推
進
等
研
究

会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
会
長
（
愛
南
町
長
）

3　
「
県
内
の
水
道
事
業
の
現
況
と
課
題

に
つ
い
て
」

　
　

県
環
境
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
の

加
地
係
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
会
費
の
分
賦
方
法

（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

坂
本
松
野
町
長

　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
（
新
任
）　

　
　

◦
副
会
長　

兵
頭
鬼
北
町
長

　
　
　
　
　
　
　

	
　
　
（
新
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
8
年
6
月
8
日
ま
で
。

 

会
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長
を
選
出

 

定
期
総
会
を
開
催

�

愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、「
令
和
5
年
度
定
期
総
会
」
を
書
面

審
議
に
よ
り
開
催
し
、
い
ず
れ
も
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
6
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方
法

に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
6
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

選
任
第
1
号

　
　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
（
新
任
）　

　
　

◦
監　

事　

小
野
植
内
子
町
長

　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
（
新
任
）　

　
　

◦
監　

事　

兵
頭
鬼
北
町
長

　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
（
留
任
）　

　
　
　

任
期
は
、
令
和
6
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
8
年
6
月
8
日
ま
で
。

  
定
期
総
会
を
開
催

�

愛
媛
県
人
権
協
会

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、
定
期
総
会
を
3

月
12
日（
火
）に
愛
媛
県
自
治
会
館
2
階
会

議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

武
智
会
長
（
伊
予
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

池
田
愛
媛
県
県
民
環
境
部
部
長

　
　
　

山
先
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会

　
　
　

	

会
長
代
行

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
い
ず
れ

も
認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て
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３
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝（
公
財
）日
本
人
事
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会

（
Z
o
o
m
）

▽
4
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
事
業
推

進
等
研
究
会（
Z
o
o
m
）

▽
6
日
＝
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
愛
媛
県
支
部
事
業
推
進
等
研
究

会（
Z
o
o
m
）、
愛
媛
県
水
道
協
会
事

業
推
進
等
研
究
会（
Z
o
o
m
）

▽
7
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会

▽
11
日
＝
令
和
5
年
度
第
2
回
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推

進
委
員
会
、『
え
ひ
め
丸
、
ロ
シ
ア
、
北

方
領
土
等
を
語
っ
て
頂
く
』
囲
む
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
定
期
総
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係

市
町
協
議
会
事
業
推
進
等
研
究
会
（
Z

　

o
o
m
）、全
国
山
村
振
興
連
盟
愛
媛
県

支
部
事
業
推
進
等
研
究
会（
Z
o
o
m
）、

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
令
和
5

年
度
第
2
回
定
例
理
事
会

▽
14
日
＝
自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
申

し
入
れ

▽
15
日
＝
第
5
回
愛
媛
県
地
域
日
本
語
教

育
総
合
調
整
会
議
、
令
和
5
年
度
愛
媛

県
林
業
労
働
力
育
成
協
議
会

▽
18
日
＝
令
和
5
年
度
第
2
回
愛
媛
県
障

が
い
者
施
策
推
進
協
議
会
、
愛
媛
県
自

転
車
新
文
化
推
進
協
会
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ス
ト
誘
客
促

進
事
業
企
画
提
案
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
▽
19
日
＝
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
理

事
会
、
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議
、
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛

媛
県
実
行
委
員
会
第
2
回
総
会

▽
21
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

5
年
度
臨
時
総
会
、
愛
媛
県
町
村
監
査

委
員
協
議
会
第
24
回
定
期
総
会
並
び
に

監
査
委
員
情
報
交
換
・
研
修
会
、（
公

社
）
愛
媛
腎
臓
バ
ン
ク
令
和
5
年
度
第

4
回
理
事
会

▽
22
日
＝
令
和
5
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド

推
進
機
構
幹
事
会（
第
2
回
）

▽
25
日
＝
令
和
5
年
度（
公
財
）愛
媛
の
森

林
基
金
理
事
会（
第
4
回
）

▽
26
日
＝
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
、
第
1
9
0

回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

▽
27
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
5
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
5
年
度
第
4
回
理
事
会
、
税
シ
ス

テ
ム
標
準
化
に
伴
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

▽
29
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

評
議
員
会

▽
30
日
＝
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
連
合

会
第
68
回
定
期
大
会

　
　

自
ら
の
未
来
を

　

今
や
気
象
異
常
は
当
た
り
前
。
慣
れ
で

は
な
い
と
思
い
た
い
が
、
そ
の
気
象
変
化

に
驚
き
の
感
覚
が
薄
れ
て
き
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

日
本
の
春
を
代
表
す
る
桜
、
淡
い
ピ
ン

ク
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
各
地
で
次
々
と
開
花
、

満
開
か
ら
い
ず
れ
葉
桜
へ
。
日
々
の
温
度
高

低
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
日
本
列
島
に

四
季
が
戻
っ
た
よ
う
だ
、
春
本
番
で
あ
る
。

　

3
月
11
日
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
・
災

害
関
連
死
者
ら
合
わ
せ
て
、
2
万
₂
₂
₂

₂
人
に
及
ぶ
尊
い
命
を
奪
っ
た
「
東
日
本

大
震
災
」
か
ら
13
年
。
誰
も
が
忘
れ
ら
れ

な
い
日
で
あ
る
。災
害
に
あ
っ
た
人
々
は
じ

め
皆
が
、
課
せ
ら
れ
た
運
命
の
な
か
で
時

間
は
経
過
す
る
。
被
災
者
に
は
他
者
に
到

底
計
り
知
れ
な
い
心
痛
、
時
が
過
ぎ
よ
う

と
も
払
拭
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
…
。

　

さ
て
、
人
間
の
小
さ
な
力
で
は
自
然
と

勝
負
に
な
ら
な
い
が
、
異
常
気
象
の
原
因

に
関
わ
る
対
処
に
つ
い
て
、や
れ
る
事
は
万

全
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
各
国
の
リ
ー

ダ
ー
、
政
治
家
、
科
学
者
ら
は
、
宇
宙
に
夢

の
よ
う
な
「
ノ
ア
の
方
船
」
的
移
住
発
想
や

他
惑
星
資
源
獲
得
競
争
よ
り
も
、
全
て
の

人
が
住
み
良
い
現
世
の
生
存
社
会
死
守
の

た
め
、
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、昨
今
は
自
分
の
た
め
の
フ
ァ
ー
ス
ト

主
義
と
思
し
き
が
、市
井
の
人
々
の
難
儀
と

と
も
に
海
外
の
複
数
国
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
。
当
事
者
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
ば
、

な
お
さ
ら
空
し
く
寂
し
い
…
。

　

な
ら
ば
我
が
国
は
、
ま
ず
自
国
の
安
全

保
障
と
食
料
安
保
を
確
立
。
次
に
生
産
性

の
な
い
各
議
論
な
ど
無
駄
な
時
間
は
省
く
。

何
人
も
所
行
の
法
令
遵
守
は
当
た
り
前
、

締
め
は
、
自
身
が
「
偽
り
の
な
い
倫
理
」

で
始
末
す
る
。
自
分
中
心
主
義
に
捉
わ
れ

な
い
事
で
あ
る
。
今
は
、
ギ
ア
を
チ
ェ
ン

ジ
し
た
人
づ
く
り
に
一
段
と
力
を
注
ぐ
べ

き
時
代
で
あ
ろ
う
。
世
界
で
臆
す
る
こ
と

の
な
い
、
貪
欲
に
闊
歩
出
来
る
若
年
層
を

国
際
人
と
し
て
世
に
出
す
事
。
ま
た
、
少

子
高
齢
化
に
滅
入
る
で
な
く
、
社
会
現
象

は
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て
受
け
止
め
活
か

す
方
向
に
転
換
し
、
少
数
精
鋭
を
呼
び
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ず
と
我
が

国
独
自
の
形
態
が
、
創
造
さ
れ
る
は
ず
。

　

現
在
、一
段
と
短
く
な
っ
た「
世
界
終
末

時
計
」
の
時
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
各
々

自
身
の
気
概
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
3
月

は
、
春
闘
は
じ
め
初
任
給
ア
ッ
プ
が
大
き

く
報
じ
ら
れ
よ
ろ
こ
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ

る
が
。為
替
レ
ー
ト
、株
価
の
動
き
も
気
に

な
ろ
う
け
れ
ど
も
、
新
規
就
職
活
動
諸
君

は
、特
に
金
銭
の
み
に
捉
わ
れ
な
い
自
ら
の

未
来
を
発
見
、
展
望
し
て
ほ
し
い
。
人
は
、

楽
な
歩
み
に
慣
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
…
。
大
相
撲
春
場
所
で

24
才
の
尊
富
士
が
優
勝
、
1
1
0
年
ぶ
り

の
快
挙
を
打
ち
立
て
た
。同
世
代
に
は
、
そ

の
努
力
と
結
果
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

�

　
　
（
Ｔ
）

　
「
私
達
一
人
ひ
と
り
が
航
海
し
て
い
る

こ
の
人
生
の
広
漠
と
し
た
大
洋
の
中
で
、

理
性
は
羅
針
盤
、
情
熱
は
疾
風
。」

�

　
（
ポ
ー
プ　

英
国
の
詩
人
）

一

筆


